
麻酔器使用開始手順 
 

１ 麻酔薬の充填 

1) 麻酔薬充填口のネジをはずして漏斗をつけ、レ

ベルを確認しながら麻酔薬を充填する。 

 

2) 麻酔薬充填後、口のネジをもとどおりにつけ、

ネジを締める。 

  
 

 

 

 

２ エアー送風前の確認 

1) 麻酔装置に接続しているチューブ先端のカプラーメスのリングを引きカプラー接続

部を出す。 

2) 麻酔ボックスの IN側に接続しているチューブ先端のカプラーオスを 1)で引き出した

接続部に押し込み、リングをかぶせる。 

 

1)                2)  
 

 

 

 

 

3) ボックス内の網の下にキムタオルを敷き、麻酔ボックスの IN側および OUT側の活

栓のレバーをボックスから出ている接続ノズルと平行（開の状態）にし、ボックスに

麻酔ガスが流入し、余分な空気を排出できるようにセットする。 

                 IN側             OUT側 

 

 
網を持ち上げてその下網を持ち上げてその下網を持ち上げてその下網を持ち上げてその下    

にキムタオルを敷いてにキムタオルを敷いてにキムタオルを敷いてにキムタオルを敷いて    

くださいくださいくださいください    

 

 

３ 麻酔装置 Air ポンプの電源を入れる：① 

  

                                                                        矢印の麻酔装置ポ 

        ンプのスイッチを 

        「入」にし電源を 

        入れる。             

 

 

 

 

 

 



４ 回路に Air を流す：② 

「Air」と書いてある空気流量計のダイアルを調整し、フロートで流量を確認しながら空

気流量を調整する。 
 

                                         フロートの位置で流量を確認します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 麻酔薬を流す：③ 

気化器上部のダイアルを操作し、麻酔薬濃度を調整する 

                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    ※※※※「「「「PUSHPUSHPUSHPUSH」と書いてあるボタンを押しながらダイアルを操作して下さい。」と書いてあるボタンを押しながらダイアルを操作して下さい。」と書いてあるボタンを押しながらダイアルを操作して下さい。」と書いてあるボタンを押しながらダイアルを操作して下さい。    

 

 

 



二酸化炭素使用開始手順 
※※※※二酸化炭素を流す場合は、動物が十分な麻酔深度にあることを確実に確認して下さい。二酸化炭素を流す場合は、動物が十分な麻酔深度にあることを確実に確認して下さい。二酸化炭素を流す場合は、動物が十分な麻酔深度にあることを確実に確認して下さい。二酸化炭素を流す場合は、動物が十分な麻酔深度にあることを確実に確認して下さい。    

１ 二酸化炭素ボンベのコックを開ける：④ 

 麻酔器後方の二酸化炭素ボンベ上部のコ

ックを OPEN側へ回しボンベを開ける 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ レギュレーター圧を上げる：⑤ 

  コックを Hi 方向へまわし圧力計を確認

しながら送出圧を上げていく。 
    

※※※※    このとき、故障の原因このとき、故障の原因このとき、故障の原因このとき、故障の原因になりますので、になりますので、になりますので、になりますので、        

圧力計の針は圧力計の針は圧力計の針は圧力計の針は 0.4MPa0.4MPa0.4MPa0.4MPa を超えないように調整しを超えないように調整しを超えないように調整しを超えないように調整し

てください。てください。てください。てください。    
 

 

 

 

 

 

 

３ バルブを開け二酸化炭素を流し、流量を調整する：⑥ ⑦ 

   
レギュレーターの左側のバルブを開け、二酸化炭

素を回路へ流す。 

二酸化炭素流量計のバルブを開け流量を調整す

る。：⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ Air 流量計の流量を下げ、供給を止める。 
    ※※※※AirAirAirAir の供給を止めたときは、ポンプの電源も切ってください。の供給を止めたときは、ポンプの電源も切ってください。の供給を止めたときは、ポンプの電源も切ってください。の供給を止めたときは、ポンプの電源も切ってください。    

 

                   Air 流量計のフロートが下がるようにダイアル 

を回し Air の流量を下げ Air を止めて下さい。 

 

    

    

    

    

    

    

    

                                                                             麻酔装置の Air ポンプを「切」にして下さい。 
 

                      このスイッチを「切」にして下さい。このスイッチを「切」にして下さい。このスイッチを「切」にして下さい。このスイッチを「切」にして下さい。    

 

 

 

 

 

 

 

※ 再度、Air を流す場合は、二酸化炭素の流量をゼロにし、Air ポンプを on にして Air

を流し、麻酔濃度を調整して下さい。 

  



麻酔器使用終了手順 
 

１ 二酸化炭素ボンベの④のコックを閉め、二酸化炭素の供給を止める 

２ レギュレーターのゲージ圧が下がったら、⑤を Loの方法へ抵抗が弱くなるまで回す 

３ レギュレーター横の⑥のバルブを閉める 

４ 二酸化炭素流量計の⑦のダイアルを閉める 

５ 麻酔器の気化器上部のダイアルを OFFにあわせる 

６ 余剰麻酔薬を排出する 

  薬液レベル確認窓の下に出ているチューブに麻酔薬を受ける容器をあて、横にあるネ

ジをゆるめ麻酔薬を気化器から排出し、排出が終わったらネジを締める 

  
  
７ ポンプの電源を ONにし、麻酔薬の濃度が上がる方向へ気化器上部のダイアルを操作

する 

８ Air流量計のダイアルを開ける方向に回して流量をあげ、しばらく空気を流して気化

器内部を乾燥させる（乾燥は FUELの窓で確認して下さい） 

９ 麻酔ボックス内の気化麻酔薬が排出された頃を見計らい Airポンプの電源を切り、ボ

ックスの底に敷いたキムタオルをマウス・ラットの糞尿とともに取り出して適切な場

所へ捨て、内部を清掃する 

10 麻酔ボックスのエアー入り口のレバーを元の位置へ戻す 

11 麻酔器とボックスの間のカプラーを外し、栓をする 

12 麻酔器の支柱を持ち元の場所へ移動させる.



 



 



 








